
主催：任意団体群馬医療通訳者有志の会 GMIA 後援：交渉中

群馬に住む外国人の皆さんの命や健康を守るため、群馬県でできる連携を考えます

コロナ禍を経て、様々な目的で来日する外国人の数は増加の勢いを取り戻しつつあります。
いま、群馬県では7万人以上の外国の方が学び、働き、生活をしています。街中で多くの外国の
方の姿を見るのは日常の光景となっています。世界中から来日する皆さんへの言葉の支援があ
らゆる分野で必要とされ、アプリの開発や通訳・翻訳業者の進出がコロナ禍の中で、更に急速
に進みました。

群馬医療通訳者有志の会
https://sites.google.com/view/gmiv

この活動は赤い羽根共同募金の
助成を受けて実施しています

ごあいさつ・GMIAの活動紹介

 医療通訳者との協働 結核・感染症対策

 太田記念病院における外国人対応の現状

 前橋赤十字病院における、MSWが行う外国人支援の現状

 外国の方への支援～生活・医療・教育

 中央が進める医療通訳制度普及活動

 太田高等看護学院の異文化コミュニケーションの取り組み（太田高等看護学院）

 外国人材育成の取り組み （社会福祉法人ほたか会）

外国人の皆さんへの
言葉の支援/医療 in GUNMA

外国人の皆さんへの
言葉の支援/医療 in GUNMA

2024年11月17日(日)

11:00～15:00

群馬県庁昭和庁舎
35会議室

（群馬県前橋市大手町1-1-1）

日時 会場

では、今、群馬ではどのように言葉の支援が進んでいるのか。そ
の中でも、これだけは皆で守りたい人権として命や健康にかかわる
医療に焦点をあて、皆さんとともに考える場を持ちたいと思います。
医療、教育、行政など様々な分野で関係される皆さん、外国人の

皆さん、通訳者や支援にあたる皆さんと語り合います。群馬が目指
す明日の姿を思い描きながら、一歩を踏み出すための連携を考えた
いと思います。
また、群馬のこれからを考えるため、今、日本でどのように医療

通訳制度普及が進んでいるのか、その現状も専門家の方からお伺い
します。

櫻井 昇幸 氏 （群馬県）

小島 貴紀 氏、粒木 直美 氏 （太田記念病院）

碓井祐太郎 氏 （前橋赤十字病院）

シャゴワ・アシン・アリ 氏（医療通訳者）

田中 真実 氏 （学校言語支援者）

神立 誠 氏 （伊勢崎市立広瀬小学校）

医療通訳制度研究者

11:00 ～ 12:30

第1部 講演

群馬医療通訳者有志の会 Gunma Medical Interpreters’ Association

14:15 ～ 14:50

第3部 講演

12:45 ～ 14:00

第2部 パネルディスカッション
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講演者・パネリストの
プロフィール

お申込みは裏面へ

入 場 無 料

駐車場の混雑が予想されますので、お時間には余裕をもってお越しください。
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